
海外大学進学の概要 

～世界の教育制度とその特徴を知る～ 

海外大学への進学は、高校卒業後の進路が多様化する中で魅力的な選択肢のひとつで

す。国内に限らず、大学での学びを世界中の教育機関から選べる時代に、各国や地域の

教育制度や特徴を知ることは、将来の選択肢を広げる第一歩となります。 

 

このページでは、海外大学の基本的な進学ルートと、主要な英語圏・アジア圏の国々に

おける教育制度の特徴、そしてそれぞれのメリット・デメリットについて紹介します。 

各国の教育制度と進学ルート 

国名 教育制度の特徴（高校卒業から大学進学

まで） 

アメリカ 高校卒業後、4 年制大学へ進学。入試は

なく、書類審査（エッセイ、GPA、推薦

状など）を中心とする。幅広い教養教育

と専攻選択の柔軟性が特徴。 

カナダ アメリカ同様、高校卒業後に 4 年制大学

に進学。州によって制度に違いがある。

質の高い教育を受けながら卒業後に将来

のキャリアや定住も見据えられる。 

イギリス 大学は 3 年制。高校卒業後は通常、大学

進学準備のためのファウンデーションコ

ースを 1 年間履修する必要がある。専門

性の高い教育が特徴。 

オーストラリア 大学は 3 年制。日本の高校卒業資格だけ

では大学入学が難しいこともあり、進学

準備プログラム（ファウンデーション）

を経由するケースが多い。 

ニュージーランド 高校卒業後に大学進学が可能だが、日本

の高校卒業資格では準備コースが必要な

場合がある。自然との共生を重視。 

マレーシア 英語で授業を行う大学が多い。学費が比

較的安価で、欧米の大学と提携したプロ

グラムを通じて欧米の学位を取得できる

（提携大学への編入や共同プログラムな

ど）。 



各国のメリット・デメリット一覧 

国名 メリット デメリット 

アメリカ ・幅広い教養教育 

・専攻の変更が柔軟 

・クラブ活動や課外活動が

重視され、個性が尊重され

る 

・ビザ申請手続きが煩雑 

カナダ ・教育の質が高く治安も比

較的良い 

・留学生に対する支援制度

が充実 

・入学条件が州ごとに異な

るため調査が必要 

・冬が非常に寒い地域が多

い 

イギリス ・一般的に学部は 3 年で

学士号取得が可能 

・専門分野を深く学べる 

・入学準備（ファウンデー

ションコース）に時間と費

用がかかる 

・専攻変更が困難 

オーストラリア ・一般的に学部は 3 年で

学士号取得が可能 

自然環境と都市のバランス

が良い 

・教育水準が高い 

・地域によって生活費に差

がある 
 

ニュージーランド ・一般的に学部は 3 年で

学士号取得が可能 

・自然豊かで治安が良い 

・教育サポートが手厚い 

・選べる大学の数が限られ

る 

・交通インフラがやや不便

な地域がある 

マレーシア ・一般的に学部は 3 年で

学士号取得が可能 

・学費が安い傾向にある 

・提携プログラムを通じて

欧米の学位取得が可能 

・国際色豊かな環境 

・学位取得までの年数が長

くなる場合がある 

進学を考える上でのポイント 

海外大学進学を検討する際には、以下のような点をしっかりと考える必要があります。 

・教育制度：自分の学びたいこと、やりたいことに合っているか（早くから専門性を深

めたいのか、幅広く学びたいのかなど）。 

・言語と文化への適応力：異なる文化の中で、英語で学ぶ環境に対応できる準備がある

か。 

・ 生活面やコスト：学費、生活費、治安、医療制度などは、十分把握したか。 



・卒業後の進路：現地での就職や、日本への帰国後のキャリアへのつながりは、具体的

にイメージできるか、また、希望に合うか。 

最後に 

海外大学への進学は、ハードルが高く見えるかもしれません。しかし、その一歩を踏み

出すことで、世界中の人々との出会いや、自分の可能性を広げる大きなチャンスが待っ

ています。 

 

「世界で学ぶ」という選択肢を持つこと。それは、あなたの未来に広がる無限の可能性

の扉を開くことにつながるのです。 


